
　

7
月
11
日
19
時
11
分
、
待
ち
に
待
っ
た
朗
報
が
、

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
国
際
課
国
際
協
力
政
策
室
長

の
浅
井
様
よ
り
、
綾
町
役
場
に
電
話
で
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
電
話
は
、
パ
リ
に
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
本
部
の

M
A
B
国
際
調
整
理
事
会
に
て「
先
程
、
宮
崎
県
綾

地
域
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
」と
の
内
容
で
す
。
日
本
で
は
32
年
ぶ
り
、
条
件

が
厳
し
く
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て
の
登
録
と
な
り
ま

す
。

　

Ｍ
Ａ
Ｂ
と
は
、
１
９
７
１
年
に
発
足
し
た「
人

間

と

生

物

圏

計

画（M
an

 an
d
 B

iosp
h
ere 

P
rogram

m
e

）」
の
こ
と
で
、
そ
の
中
心
と
な

る
事
業
が「
生
物
圏
保
存
地
域（B

iosp
h
ere 

R
eserve:B

R

）」
で
、
日
本
で
は「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
約
30
年
近
く
綾
の
照
葉
樹
林
保

護
や
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
登
録
申
請
等
々
に
関
わ
っ
て
来
ま
し
た
が
、

そ
の
き
っ
か
け
を
問
わ
れ
れ
ば「
偶
然
の
連
鎖
」と
し

か
言
え
ま
せ
ん
。
一
つ
は
学
生
時
代
か
ら
全
国
の
植

生
調
査
を
し
て
い
た
事
が
宮
崎
県
内
の
調
査
を
す
る

事
に
な
り
、
綾
の
照
葉
樹
林
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
も
う
一
つ
は
植
生
調
査
が
植
物
社
会
学
的
研

究（
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
～
人
間
の
干
渉（
歴
史
・
文

化
・
経
済
活
動
等
の
視
点
）を
受
け
た
自
然
ま
で
考

察
）だ
っ
た
こ
と
が
、
当
時
の
郷
田
實
前
綾
町
長
の

「
照
葉
樹
林
は
日
本
文
化
の
原
点
」と
し
た
地
域
づ
く

り
に
共
鳴
で
き
、
従
来
の
森
林
の
価
値
・
評
価
・
人

間
と
の
関
係
等
を
根
本
か
ら
考
え
直
す
絶
好
の
機
会

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
具
体
的
に
関
わ
り
始
め
た
の

は
1
9
8
5
年
の「
照
葉
樹
林
文
化
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」の
事
務
局
長
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
当

時
、
雑ぞ
う
き
や
ま

木
山
が「
日
本
文
化
の
原
点
」と
か
、「
自
ら

の
自
然
観
や
感
性
、
身
に
つ
い
て
い
る
諸
々
の
生

活
・
文
化
要
素
と
深
く
結
び
つ
く
自
然
」と
か
言
っ

て
も
殆
ど
理
解
さ
れ
な
い
中
で
、
自
然
・
民
俗
・
歴

史
・
哲
学
・
文
学（
短
歌
等
）・
芸
術（
歌
・
絵
画
・
ク

ラ
フ
ト
等
々
）を
盛
り
込
ん
だ
連
続
5
回
の
開
催
は
、

森
林
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
を
大
き
く
変
え
、
綾

町
の
1
9
6
6
年
か
ら
の
取
組
の
先
見
性
や
正
し
さ

を
世
に
発
信
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

綾
町
の
照
葉
樹
林
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
が
長

い
た
め
、
行
政
や
地
域
づ
く
り
の
研
究
者
か
ら
は

「
新
し
い
取
組
が
欲
し
い
」と
の
意
見
を
よ
く
聞
か
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
綾
町
は
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
り

ま
す
が
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
運
動
を
経
て「
綾
の

照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
と
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
九
州
森
林
管
理
局
・
宮
崎

県
・
綾
町
・（
公
財
）日
本
自
然
保
護
協
会
・
N
P
O

法
人
て
る
は
の
森
の
会
の
五
者
の
協
定
で
進
め
ら
れ

ま
す
が
、
私
は
学
識
経
験
者
と
し
て
一
人
だ
け
個
人

と
し
て
参
加
し
、
林
野
庁
の
保
護
林
関
係
の
各
種
検

討
委
員
会
の
委
員
等
と
し
て
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
礎
に
、
私
は（
公
財
）日
本
自
然
保

護
協
会
の
協
力
の
も
と
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登

録
申
請
書
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
エ

コ
パ
ー
ク
登
録
決
定
を
受
け
、「
綾
の
照
葉
樹
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と「
自
然
生
態
系
農
業
を
核
と
し
た
各

種
の
取
組
」を
両
輪
と
し
、
産
学
官
を
加
え
た
緊
密

な
連
携
組
織
や
運
営
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も
進
め
て
い
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エ
ッ
セ
ー

緑
の

ま
す
。
し
か
し
、
1
1
7
ヶ
国
、
5
9
8
地
域
と
B
R

ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
、
世
界
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情

報
交
換
や
、
将
来
予
想
さ
れ
る
人
的
交
流
等
に
対
応

出
来
る
体
制
づ
く
り
な
ど
の
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
森
林
の
持
つ

多
面
的
機
能
を
科
学
的
に
検
証
し
な
が
ら
照
葉
樹

林
の
復
元
を
目
指
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
利
活
用

（
w
i
s
e 

u
s
e
）も
考
え
る
、
長
期
に
わ
た
る
取

組
み
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
が
何
世
代
に
も
渡
っ
て

し
っ
か
り
発
展
的
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
に
、
皆
さ

ん
と
共
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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